
(57)【要約】

【課題】人体の胃腸および食道の通路の中で切除手技を

行うためのより優れた医療機器および方法を提供する。

【解決手段】展開可能な切断要素組立体は、電気的に絶

縁されたシャフトであって、少なくともそのシャフトを

部分的に通って延びる内部チャネルを画定し、遠位部分

および近位部分を含む、シャフトと、内部チャネルを通

って延びる近位部分、および内部チャネルの外部に配置

された遠位部分を含む、電気伝導性ワイヤとを含む。ワ

イヤの遠位部分は、内部チャネルを通してワイヤを遠位

方向に進めたときに、ワイヤの遠位部分が切断先端部を

形成するように、シャフトの遠位部分に固定して連結さ

れている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 に お い て 、
　 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 シ ャ フ ト を 少 な く と も 部 分 的 に 通 っ て 延 び
る 内 部 チ ャ ネ ル を 画 定 し 、 遠 位 部 分 、 お よ び 近 位 部 分 を 含 む 、 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 内 部 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び る 近 位 部 分 、 お よ び 、 前 記 内 部 チ ャ ネ ル の 外 部 に 配 置 さ
れ た 遠 位 部 分 を 含 む 、 電 気 伝 導 性 ワ イ ヤ と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 部 分 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 部 分 に 固 定 し て 連 結 さ れ 、 前 記
ワ イ ヤ が 前 記 内 部 チ ャ ネ ル を 通 っ て 遠 位 方 向 に 前 進 し た 場 合 に 、 前 記 ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 部
分 が 切 断 先 端 部 を 形 成 す る よ う に し た 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 電 力 供 給 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 電 力 供 給 源 は 、 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 先 端 部 は 、 前 記 ワ イ ヤ が 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー で 作 動 さ れ た 場 合 、 単 極 ナ イ フ で
あ る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 遠 位 先 端 部 を 含 み 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 部 分 に 固 定 し て 連 結 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 細 長 い シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 剥 離 面 の 中
を 動 く よ う に 構 成 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 む 、 遠 位 リ ン ク 部 と 、
　 前 記 遠 位 リ ン ク 部 に 連 結 さ れ た 、 切 断 要 素 と 、
　 前 記 遠 位 リ ン ク 部 の 前 記 第 １ 端 部 に 蝶 番 で 動 く よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ の 細 長 い リ ン ク
部 と 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 整 列 し 、 前 記 遠 位 リ ン ク 部 の 前 記 第 ２ 端
部 に 蝶 番 で 動 く よ う に 連 結 さ れ て い る 、 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 を 前 記 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て 軸 方
向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の 構 成 へ 動 く こ と が で き る 、 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 展 開 可 能 な 切 断 用 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ シ ー ス で あ っ て 、 前 記 第 １ シ ー ス を 通 っ て 延 び る 第 １ 可 撓 性 コ イ ル を 含 む 、 第 １ シ
ー ス と 、
　 前 記 第 １ シ ー ス に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 整 列 す る 第 ２ シ ー ス で あ っ て 、 前 記 第 ２ シ ー ス を 通
っ て 延 び る 第 ２ 可 撓 性 コ イ ル を 含 み 、 前 記 第 １ 可 撓 性 コ イ ル の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 ２ 可 撓
性 コ イ ル の 遠 位 部 分 に 連 結 さ れ て 先 端 部 を 形 成 し て い る 、 第 ２ シ ー ス と 、
　 前 記 先 端 部 に 配 置 さ れ た 、 切 断 要 素 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 前 記 第 １ の シ ー ス を 前 記 第 ２ の シ ー ス に 対 し て 軸 方 向 に 変 位 さ せ る こ
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と に よ り 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の 構 成 へ 動 く こ と が で き る 、 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 医 療 機 器 お よ び 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 人 体 の 胃 腸 お よ び 食 道 の 通 路 の
中 で 切 除 手 技 を 行 う た め の 医 療 機 器 お よ び 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 人 体 の 胃 癌 は 、 多 く の 場 合 、 表 在 性 腫 瘍 ま た は 他 の 腫 瘍 に 発 達 す る 前 駆 病 変 お よ び ポ リ
ー プ か ら 生 ず る 。 こ の よ う な 病 変 お よ び 腫 瘍 は 、 通 常 、 胃 腸 管 の 粘 膜 層 （ 例 え ば 、 結 腸 の
粘 膜 ） で 始 ま り 、 癌 が 発 達 す る に つ れ 、 粘 膜 下 組 織 層 （ submucosal layer） ま で 、 そ し て
、 粘 膜 下 組 織 層 を 越 え て 広 が る こ と が あ る 。 こ の た め 、 多 く の 医 師 は 、 癌 の 治 療 お よ び 予
防 の 成 功 に は 、 一 般 に 、 胃 腸 管 で 疑 わ し い 組 織 を 特 定 し 、 除 去 す る 必 要 が あ る 点 で 意 見 が
一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 医 師 は 、 胃 腸 管 か ら 組 織 の サ ン プ ル （ 例 え ば 、 粘 膜 の サ ン プ ル ） を 採 取 し て
、 癌 細 胞 が あ る か ど う か に つ い て そ の サ ン プ ル 組 織 を 試 験 す る こ と が あ る 。 組 織 の サ ン プ
リ ン グ は 、 単 に 予 防 す る も の で あ っ て も よ い し 、 癌 を 示 す 兆 候 に 応 じ て 行 わ れ て も よ い 。
癌 性 の 病 変 等 が 検 出 さ れ た 場 合 の 治 療 法 に は 、 多 く の 場 合 、 疑 わ し い 組 織 を 完 全 に 切 除 す
る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ま ざ ま な 手 法 が 、 胃 腸 管 の 壁 部 か ら 組 織 を 取 り 除 く た め に 開 発 さ れ て い る 。 こ れ ら の
手 法 は 、 一 般 に 、 生 ま れ な が ら の 開 口 部 （ 例 え ば 、 肛 門 ） を 通 っ て 体 に 入 る 内 視 鏡 を 利 用
し て お り 、 こ の た め に 、 多 く の 場 合 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ 「 Ｅ Ｍ Ｒ 」 ） と 呼 ば れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 に よ る Ｅ Ｍ Ｒ の 手 法 に は 、 通 常 、 「 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト （ lift-and-cut）
」 手 技 が 含 ま れ る 。 「 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト 」 手 技 で は 、 医 師 が 病 変 の 周 り を 切 断 す る
間 、 ス ネ ア お よ び 鉗 子 を 使 っ て 病 変 を 把 持 し 、 持 ち 上 げ る 。 こ の 切 断 は 、 通 常 、 粘 膜 お よ
び 粘 膜 下 組 織 層 を 通 し て 行 わ れ 、 筋 層 を 貫 通 し な い よ う に 特 に 注 意 が 払 わ れ る 。 し か し な
が ら 、 こ の よ う な 手 法 に は 、 疑 わ し い 領 域 全 体 を 取 り 去 る こ と に 関 連 し た 困 難 、 お よ び 、
切 断 中 に 筋 層 を 貫 通 す る リ ス ク を 含 む い く つ か の 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 人 体 の 胃 腸 お よ び 食 道 の 通 路 の 中 で 切 除 手 技 を 行 う た め の よ り 優 れ た 医 療
機 器 お よ び 方 法 に 対 す る ニ ー ズ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 あ る 態 様 で は 、 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 が 提 供 さ れ 、 こ の 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体
は 、 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た シ ャ フ ト で あ っ て 、 こ の シ ャ フ ト を 少 な く と も 部 分 的 に 通 っ て 延
び る 内 部 チ ャ ネ ル を 画 定 し 、 遠 位 部 分 お よ び 近 位 部 分 を 含 む 、 シ ャ フ ト と 、 内 部 チ ャ ネ ル
を 通 っ て 延 び る 近 位 部 分 、 お よ び 、 内 部 チ ャ ネ ル の 外 部 に 配 置 さ れ た 遠 位 部 分 を 含 む 電 気
伝 導 性 ワ イ ヤ と 、 を 含 み 、 ワ イ ヤ を 内 部 チ ャ ネ ル 内 で 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ た 場 合 に 、 ワ イ
ヤ の 遠 位 部 分 が 切 断 先 端 部 を 形 成 す る よ う に 、 ワ イ ヤ の 遠 位 部 分 が シ ャ フ ト の 遠 位 部 分 に
固 定 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 態 様 で は 、 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 が 提 供 さ れ 、 こ の 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体
は 、 第 １ 端 部 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 む 遠 位 リ ン ク 部 と 、 遠 位 リ ン ク 部 に 連 結 さ れ た 切 断 要 素
と 、 遠 位 リ ン ク 部 の 第 １ 端 部 に 蝶 番 で 動 く よ う に 連 結 さ れ た 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 と 、 第
１ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 整 列 し 、 遠 位 リ ン ク 部 の 第 ２ 端 部 に 蝶 番 で 動 く よ
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う に 連 結 さ れ て い る 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 と 、 を 含 み 、 切 断 要 素 は 、 第 １ の 細 長 い リ ン ク
部 を 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て 軸 方 向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の
構 成 ま で 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 態 様 で は 、 展 開 可 能 な 切 断 用 組 立 体 が 提 供 さ れ 、 こ の 展 開 可 能 な 切 断 用 組 立 体 は 、
内 部 を 通 っ て 延 び る 第 １ 可 撓 性 コ イ ル を 含 む 第 １ シ ー ス と 、 第 １ シ ー ス に 対 し て ほ ぼ 平 行
に 整 列 し 、 内 部 を 通 っ て 延 び る 第 ２ 可 撓 性 コ イ ル を 含 む 第 ２ シ ー ス で あ っ て 、 第 １ 可 撓 性
コ イ ル の 遠 位 部 分 が 第 ２ 可 撓 性 コ イ ル の 遠 位 部 分 に 連 結 さ れ て 先 端 部 を 形 成 し て い る 、 第
２ シ ー ス と 、 先 端 部 に 配 置 さ れ た 切 断 要 素 と 、 を 含 み 、 切 断 要 素 が 、 第 １ の シ ー ス を 第 ２
の シ ー ス に 対 し て 軸 方 向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の 構 成 ま で 動 く こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 開 示 し た 装 置 お よ び 方 法 の 他 の 態 様 は 、 以 下 の 説 明 、 添 付 図 面 、 お よ び 、 添 付 し た 特 許
請 求 の 範 囲 か ら 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 す る と 、 改 良 し た Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 第 １ の 態 様 は 、 全 体 が 符 号 １ ０ ０ で 示
さ れ て お り 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ０ ６ の 遠 位 端 １ ０ ４ に 配 置 さ れ た 剥 離 ／ 駆 動 組 立 体 １ ０ ２
を 含 ん で い て も よ い 。 組 立 体 １ ０ ２ お よ び シ ャ フ ト １ ０ ６ は 、 （ 不 図 示 の ） 人 体 の 生 ま れ
な が ら の 開 口 部 を 通 し て 受 け 入 れ ら れ る 大 き さ お よ び 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 シ ャ
フ ト １ ０ ６ は 、 柔 軟 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 内 視 鏡 下 手 技 の 間 、 人 の 胃 腸 管 を 通 り 抜 け る
の に 十 分 な 長 さ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 組 立 体 １ ０ ２ は 、 頭 部 １ ０ ８ と 、 第 １ 可 動 ア ー ム 部 １ １ ０ と 、 第 ２ 可 動 ア ー ム 部 １ １ ２
と 、 リ ン ク 機 構 組 立 体 （ linkage assembly） １ １ ４ と 、 駆 動 用 リ ン ク 部 ま た は 駆 動 用 ケ ー
ブ ル １ １ ６ と を 含 ん で い て も よ い 。 リ ン ク 機 構 組 立 体 １ １ ４ は 、 ４ つ の 軸 回 転 可 能 に 連 結
さ れ た リ ン ク 部 １ ２ ６ か ら 構 成 さ れ て よ く 、 か つ 、 頭 部 １ ０ ８ 内 に 配 置 さ れ て よ い 。 駆 動
用 ケ ー ブ ル １ １ ６ は 、 使 用 者 が 利 用 で き る よ う に 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ０ ６ を 通 っ て 延 び る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ ン ク 機 構 組 立 体 １ １ ４ は 、 遠 位 端 １ １ ８ お よ び 近 位 端 １ ２ ０ を 含 む こ と が で き 、 遠 位
端 １ １ ８ は 、 第 １ ア ー ム 部 １ １ ０ お よ び 第 ２ ア ー ム 部 １ １ ２ に 第 １ 回 転 軸 １ ２ ２ お い て 連
結 さ れ て よ く 、 ま た 、 近 位 端 １ ２ ０ は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル １ １ ６ に 第 ２ 回 転 軸 １ ２ ４ に お い
て 連 結 さ れ て よ い 。 さ ら に 、 リ ン ク 機 構 組 立 体 １ １ ４ の リ ン ク 部 １ ２ ６ は 、 第 ３ 回 転 軸 １
２ ８ と 第 ４ 回 転 軸 １ ３ ０ に お い て 連 結 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー ブ ル １ １ ６ を 矢 印 Ａ が 示 す 方 向 に 操 作 す る と 、 リ ン ク 機 構 組 立 体 １ １ ４ を 圧 縮 す る
こ と が で き （ つ ま り 、 リ ン ク 部 １ ２ ６ が 、 装 置 １ ０ ０ の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 放 射 方 向 に 広
が る こ と が で き ） 、 か つ 、 ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ が 、 そ れ に 対 応 し て 、 図 １ お よ び 図 ３
に 示 し た よ う に 、 開 い た 構 成 ま で 回 転 軸 １ ２ ２ 周 り に 軸 回 転 す る こ と が で き る 。 図 ２ お よ
び 図 ４ を 参 照 す る と 、 ケ ー ブ ル １ １ ６ を 矢 印 Ｂ で 示 す 方 向 に 操 作 す る と 、 リ ン ク 機 構 組 立
体 １ １ ４ が 伸 張 す る こ と が で き （ つ ま り 、 リ ン ク 部 １ ２ ６ が 、 装 置 １ ０ ０ の 長 さ 方 向 軸 に
対 し て 軸 方 向 に 延 び る こ と が で き ） 、 か つ 、 こ れ に 対 応 し て ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ が 閉
じ た 構 成 ま で 回 転 軸 １ ２ ２ 周 り に 軸 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル １ １ ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 装 置 １ ０ ０ の ア ー ム 部
１ １ ０ 、 １ １ ２ を 開 位 置 、 閉 位 置 、 ま た は 、 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 の さ ま ざ ま な 位 置 へ 、
鋏 の よ う な 動 き で 動 か す こ と が で き る 。 よ っ て 、 装 置 １ ０ ０ を 組 織 の 層 間 に 配 置 す る と 、
使 用 者 は 、 装 置 を 本 明 細 書 で 説 明 す る 鋏 の よ う な 動 作 を 用 い な が ら 組 織 に 押 し 通 す こ と に
よ り 、 組 織 を 鈍 的 に 剥 離 し 、 層 を 引 き 離 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 装 置 １ ０ ０ に は 、 ア ー ム 部 が さ ま ざ ま な 方 法 で
互 い に 対 し て 動 き お よ び ／ ま た は 離 れ る よ う に 、 さ ま ざ ま な ア ー ム 部 お よ び ／ ま た は リ ン
ク 機 構 組 立 体 を 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 リ ン ク 機 構 組 立 体 は 、 対 応 す る ア ー ム 部 が
開 閉 し て い る 間 、 こ の ア ー ム 部 が ほ ぼ 平 行 な 状 態 を 維 持 す る よ う に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ４ を 再 び 参 照 す る と 、 各 ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ に は 、 切 断 要 素 １ ３ ４ を 展 開
す る た め の 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 １ ３ ２ が 設 け ら れ て よ い 。 切 断 要 素 １ ３ ４ は 、 単 極
ナ イ フ （ monopolar knife） 、 電 気 焼 灼 ナ イ フ 、 ま た は 、 他 の 電 気 的 に 作 動 さ れ る 切 断 機
器 で あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 切 断 要 素 １ ３ ４ は 、 外 科 用 メ ス な ど の よ う な 機 械 的 な 切 断
機 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 切 断 要 素 組 立 体 １ ３ ２ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う な 第 １ の （ つ ま り 、 展 開
さ れ て い な い ） 構 成 か ら 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う な 第 ２ の （ つ ま り 、 展 開 さ
れ た ） 構 成 ま で 切 断 要 素 １ ３ ４ を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 切 断 要 素 １ ３
４ が 、 関 連 す る ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ に 対 し て ほ ぼ 放 射 方 向 に 展 開 さ れ て も よ い 。 別 の
態 様 で は 、 切 断 要 素 １ ３ ４ が 、 ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ が 動 く 面 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る
、 ま た は 、 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 る 方 向 に 展 開 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 あ る 態 様 で は 、 切 断 要 素 組 立 体 １ ３ ２ が 、 切 断 要 素 １ ３ ４ に 加 え て 、 駆 動 用 リ ン ク 部 ま
た は 駆 動 用 ケ ー ブ ル １ ３ ８ に 連 結 さ れ た 駆 動 用 バ ー １ ３ ６ を 含 む こ と が で き 、 駆 動 用 ケ ー
ブ ル １ ３ ８ を 操 作 す る と 、 切 断 要 素 １ ３ ４ の 展 開 を 促 進 す る こ と が で き る 。 駆 動 用 ケ ー ブ
ル １ ３ ８ は 、 こ の 駆 動 用 ケ ー ブ ル １ ３ ８ を 使 用 者 が シ ャ フ ト １ ０ ６ の 近 位 端 に お い て 操 作
で き る よ う に 、 シ ャ フ ト １ ０ ６ を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 駆 動 用 ケ ー
ブ ル １ ３ ８ が 、 電 源 に 連 結 さ れ て い て も よ く 、 そ し て 、 単 極 の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 切 断 要 素
１ ３ ４ に 供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 切 断 要 素 １ ３ ４ は 、 切 断 先 端 部 １ ４ ６ と 、 軸 回 転 端 部 １ ４ ８ と を 含 ん で い て も よ く 、 切
断 要 素 １ ３ ４ の 軸 回 転 端 部 １ ４ ８ は 、 関 連 す る ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ に 回 転 軸 １ ５ ０ に
お い て 軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 用 バ ー １ ３ ６ は 、 遠 位 端 １ ４ ０ と 、 近 位 端 １ ４
２ と を 含 む こ と が で き 、 遠 位 端 １ ４ ０ は 、 切 断 要 素 １ ３ ４ に 回 転 軸 １ ４ ４ に お い て 軸 回 転
可 能 に 連 結 さ れ て よ い 。 駆 動 用 バ ー １ ３ ６ の 近 位 端 １ ４ ２ は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル １ ３ ８ に 連
結 さ れ て よ く 、 ま た 、 関 連 す る ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ に あ る カ ム 軌 道 （ camming track
） １ ５ ４ と ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 す る ピ ン １ ５ ２ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル １ ３ ８ の 操 作 （ 例 え ば 、 押 す 、 引 く 、 ね じ る な ど ） に よ り
、 駆 動 用 バ ー １ ３ ６ を 矢 印 Ｃ で 示 す 方 向 に 押 し 動 か し 、 こ れ に よ り 、 切 断 要 素 １ ３ ４ を 展
開 さ れ た 位 置 ま で 押 し 動 か す こ と が で き る 。 さ ら に 、 逆 の 操 作 を 行 う と 、 切 断 要 素 １ ３ ４
を 装 置 １ ０ ０ の 関 連 す る ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ 内 に 引 っ 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ ～ 図 ９ を 参 照 す る と 、 改 良 し た Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 他 の 態 様 は 、 全 体 が 符 号 ２ ０ ０ で 示 さ
れ て お り 、 細 長 い シ ャ フ ト ２ ０ ６ の 遠 位 端 ２ ０ ４ に 配 置 さ れ た 剥 離 ／ 駆 動 組 立 体 ２ ０ ２ を
含 ん で い て も よ い 。 組 立 体 ２ ０ ２ は 、 シ ャ フ ト ２ ０ ６ の 近 位 端 （ 不 図 示 ） に 配 置 さ れ た ユ
ー ザ 制 御 装 置 （ 不 図 示 ） に よ っ て 操 作 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 組 立 体 ２ ０ ２ は 、 回 転 軸 ２ １ ４ に お い て 頭 部 ２ １ ２ に 軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ 可 動
ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 お よ び 第 ２ 可 動 ア ー ム 部 ２ １ ０ を 含 む こ と が で き る 。 リ ン ク 機 構 組 立 体
２ １ ６ 、 お よ び 関 連 す る 駆 動 用 ケ ー ブ ル ２ １ ８ が 、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ に 連 結 さ れ て
い て 、 使 用 者 が 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ２ １ ８ を 操 作 す る こ と に よ っ て （ 例 え ば 、 ユ ー ザ 制 御 装
置 に よ っ て ） 第 １ ア ー ム 部 を 第 ２ ア ー ム 部 に 対 し て 動 か す こ と を 可 能 と す る こ と が で き る
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。 例 え ば 、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 鋏 の よ う
に 剥 離 面 の 中 を 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ は 、 軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た ３ つ の リ ン ク 部 、 つ ま り 、 近 位
リ ン ク 部 ２ ２ ０ と 、 中 間 リ ン ク 部 ２ ２ ２ と 、 遠 位 リ ン ク 部 ま た は 先 端 リ ン ク 部 ２ ２ ４ と か
ら 構 成 さ れ る こ と が で き る 。 ア ー ム 部 ２ ０ ８ の 近 位 リ ン ク 部 ２ ２ ０ は 、 ア ー ム 部 ２ １ ０ の
近 位 リ ン ク 部 ２ ２ ０ に 回 転 軸 ２ １ ４ に お い て 軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て よ い 。 各 ア ー ム 部 ２
０ ８ 、 ２ １ ０ の 中 間 リ ン ク 部 ２ ２ ２ は 、 回 転 軸 ２ ２ ８ に お い て 先 端 リ ン ク 部 ２ ２ ４ に 軸 回
転 可 能 に 連 結 さ れ た 遠 位 部 分 ２ ２ ６ と 、 回 転 軸 ２ ３ ２ に お い て 近 位 リ ン ク 部 ２ ２ ０ に 軸 回
転 可 能 に 連 結 さ れ た 近 位 部 分 ２ ３ ０ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ の 先 端 リ ン ク 部 ２ ２ ４ は 、 リ ン ク 部 ２ ２ ４ の 上 に 切 断 要 素 ２
３ ４ を 含 む こ と が で き る 。 切 断 要 素 ２ ３ ４ は 、 単 極 ナ イ フ 、 電 気 焼 灼 ナ イ フ 、 ま た は 、 他
の 電 気 的 に 作 動 さ れ る 切 断 機 器 で あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ は 、 外 科 用 メ
ス な ど の よ う な 機 械 的 な 切 断 機 器 で あ っ て も よ い 。 オ プ シ ョ ン と し て 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ は
、 必 要 な と き に の み 展 開 で き る よ う に 、 関 連 す る ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ 内 に 格 納 可 能 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 用 ワ イ ヤ ま た は ケ ー ブ ル ２ ３ ６ は 、 先 端 リ ン ク 部 ２ ２ ４ に 連 結 さ れ る こ と が で き 、
ま た 、 中 間 リ ン ク 部 ２ ２ ２ お よ び 近 位 リ ン ク 部 ２ ２ ０ を 通 っ て 、 頭 部 ２ １ ２ お よ び シ ャ フ
ト ２ ０ ６ を 通 っ て 延 び る こ と が で き 、 ま た 、 シ ャ フ ト ２ ０ ６ の 近 位 端 に お け る （ 例 え ば 、
ユ ー ザ 制 御 装 置 に お け る ） 操 作 の た め に も た ら さ れ て も よ い 。 し た が っ て 、 力 （ 例 え ば 、
引 く 、 押 す 、 ね じ る な ど ） を ケ ー ブ ル ２ ３ ６ に 加 え て 、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ の リ ン ク
部 １ ２ ６ を 図 ６ に 示 さ れ て い る 位 置 か ら 、 図 ７ に 示 さ れ て い る 一 部 展 開 位 置 ま で 、 そ し て
、 最 終 的 に 図 ８ に 示 さ れ て い る 完 全 展 開 位 置 （ ま た は 、 そ の 間 の さ ま ざ ま な 位 置 ） ま で 押
し 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 よ っ て 、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ が 完 全 に 展 開 さ れ た 位 置 に あ る 場 合 、 切 断 要 素 ２ ３ ４
は 、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ が 動 く 面 （ つ ま り 、 剥 離 面 ） に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 、 ま た は 、
少 な く と も 部 分 的 に 横 切 る よ う に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 あ る 態 様 で は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ２ ３ ６ が 、 電 気 伝 導 性 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 切 断 要 素
２ ３ ４ を （ 不 図 示 ） 電 源 （ 例 え ば 、 単 極 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 ） に 電 気 的 に 連 結 し 、 こ れ に
よ り 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ を 展 開 す る た め の 駆 動 用 要 素 と し て 、 か つ 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 切 断
要 素 ２ ３ ４ に 供 給 す る 導 電 体 と し て の 役 割 を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 本 明 細 書 で 開 示 し た Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 に よ り 、 使 用 者
は 、 ２ つ 以 上 の ア ー ム 部 の 相 対 的 な 動 き を 、 ほ ぼ 鈍 的 剥 離 面 内 を 開 閉 式 の 動 作 で 動 く よ う
に 制 御 で き 、 切 断 要 素 を そ の 鈍 的 剥 離 面 に ほ ぼ 垂 直 で あ る 、 ま た は 、 少 な く と も 部 分 的 に
横 切 る 方 向 に 展 開 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 さ ま ざ ま な
展 開 可 能 切 断 要 素 組 立 体 を 、 本 明 細 書 に 記 載 し た 機 器 と と も に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ０ Ａ お よ び 図 １ ０ Ｂ を 参 照 す る と 、 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 の 第 １ 代 替 態 様 は 、
全 体 が 符 号 ３ ０ ０ で 示 さ れ て お り 、 装 置 （ 例 え ば 装 置 １ ０ ０ ） の 関 連 す る ア ー ム 部 ３ ０ ６
（ 例 え ば ア ー ム 部 １ １ ０ ） の 内 部 チ ャ ネ ル ３ ０ ４ を 通 っ て 延 び る ワ イ ヤ ３ ０ ２ を 含 む こ と
が で き る 。 あ る い は 、 ア ー ム 部 ３ ０ ６ は 、 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 可 動 ア ー ム 部 の シ ャ フ ト で あ っ て
も よ い 。 ワ イ ヤ ３ ０ ２ の 遠 位 部 分 ３ ０ ８ は 、 ア ー ム 部 ３ ０ ６ に あ る 開 口 部 ３ １ ０ に よ っ て
、 内 部 チ ャ ネ ル ３ ０ ４ か ら 外 に 出 る こ と が で き る 。 ワ イ ヤ ３ ０ ２ の 近 位 部 分 ３ １ ２ は 、 使
用 者 が こ の 近 位 部 分 ３ １ ２ を 外 に 出 し 、 お よ び ／ ま た は 、 （ 例 え ば （ 不 図 示 の ） ユ ー ザ 制
御 装 置 に よ っ て ） 操 作 で き る よ う に 、 そ し て 、 単 極 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 （ 不 図 示 ） に 連 結
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で き る よ う に 、 ア ー ム ３ ０ ６ お よ び 関 連 す る 装 置 を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ワ イ ヤ ３ ０ ２ の 最 も 遠 位 に あ る 先 端 部 ３ １ ４ は 、 ア ー ム ３ ０ ６ に 固 定 し て 連 結 さ れ て い
て 、 ワ イ ヤ ３ ０ ２ を 矢 印 Ｄ で 示 す 方 向 に 押 し 動 か す と 、 ワ イ ヤ ３ ０ ２ の 遠 位 部 分 ３ ０ ８ が
、 関 連 す る ア ー ム 部 ３ ０ ６ に 対 し て 放 射 方 向 に 広 が る こ と が で き 、 図 １ ０ Ｂ に 示 さ れ て い
る よ う に 切 断 先 端 部 ３ １ ６ を 形 成 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 よ っ て 、 切 断 要 素 は 、 ワ イ ヤ ３ ０ ２ を 矢 印 Ｄ の 方 向 に 押 し 動 か す こ と に よ り 展 開 す る こ
と が で き 、 ワ イ ヤ ３ ０ ２ を 矢 印 Ｅ で 示 さ れ る 方 向 に 押 し 動 か す こ と に よ り 引 っ 込 め る こ と
が で き る 。 切 断 先 端 部 ３ １ ６ は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を ワ イ ヤ ３ ０ ２ に 供 給 し た と き 、 単 極 ナ
イ フ と し て の 役 割 を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ １ Ａ お よ び 図 １ １ Ｂ を 参 照 す る と 、 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 の 第 ２ 代 替 態 様 は 、
全 体 が 符 号 ４ ０ ０ で 示 さ れ て お り 、 第 １ リ ン ク 部 ４ ０ ２ と 、 第 ２ の 遠 位 リ ン ク 部 ４ ０ ４ と
、 第 ３ リ ン ク 部 ４ ０ ６ と 、 切 断 要 素 ４ ０ ８ と を 含 む こ と が で き る 。 切 断 要 素 ４ ０ ８ は 、 遠
位 リ ン ク 部 ４ ０ ４ に 固 定 し て 連 結 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 切 断 要 素 ４ ０ ８ は 、 電 気 的 に 作 動 す る 切 断 機 器 の 電 極 で あ っ て も よ く 、 電 力 供 給 源 （ 不
図 示 ） に 電 気 的 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 あ る い は 、 切 断 要 素 ４ ０ ８ は 、 外 科 用 メ ス な ど
の よ う な 機 械 的 な 切 断 機 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 リ ン ク 部 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ６ は 、 第 １ リ ン ク 部 ４ ０ ２ が 第 ３ リ ン ク 部 ４ ０ ６ に 対 し
て 動 く こ と に よ り 、 切 断 要 素 が 、 図 １ １ Ａ に 示 さ れ て い る 非 展 開 位 置 か ら 、 図 １ １ Ｂ に 示
さ れ て い る 展 開 位 置 へ 動 く よ う に 配 置 さ れ て い る こ と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 第 １ リ ン
ク 部 ４ ０ ２ が 、 第 ２ リ ン ク 部 ４ ０ ４ に 第 １ ヒ ン ジ 部 ４ １ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て い て も よ く
、 第 ３ リ ン ク 部 ４ ０ ６ が 、 第 ２ リ ン ク 部 ４ ０ ４ に 第 ２ ヒ ン ジ 部 ４ １ ２ に よ っ て 連 結 さ れ て
い て も よ い 。 第 １ ヒ ン ジ 部 ４ １ ０ お よ び ／ ま た は 第 ２ ヒ ン ジ 部 ４ １ ２ は 、 リ ビ ン グ ヒ ン ジ
(living hinge)や 回 転 軸 な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 よ っ て 、 第 ３ リ ン ク 部 ４ ０ ６ を 第 １ リ ン ク 部 ４ ０ ２ に 対 し て 矢 印 Ｆ で 示 す 方 向 に 動 か す
と 、 切 断 要 素 ４ ０ ８ を 展 開 位 置 へ 押 し 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ２ Ａ お よ び 図 １ ２ Ｂ を 参 照 す る と 、 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 の 第 ３ 代 替 態 様 は 、
全 体 が 符 号 ５ ０ ０ で 示 さ れ て お り 、 第 １ 電 気 絶 縁 シ ー ス ５ ０ ２ と 、 第 ２ 電 気 絶 縁 シ ー ス ５
０ ４ と 、 ２ つ の 可 撓 性 コ イ ル ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ と 、 切 断 要 素 ５ １ ０ と を 含 む こ と が で き る 。
第 １ の 可 撓 性 コ イ ル ５ ０ ６ は 、 第 １ の シ ー ス ５ ０ ２ を 通 っ て 延 び る こ と が で き 、 ま た 、 第
２ の 可 撓 性 コ イ ル ５ ０ ８ は 、 第 ２ の シ ー ス ５ ０ ４ を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。 可 撓 性 コ
イ ル ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ の 遠 位 部 分 ５ １ ２ は 、 互 い に 連 結 さ れ て 先 端 部 ５ １ ４ を 形 成 し て い て
も よ く 、 ま た 、 切 断 要 素 ５ １ ０ は 、 そ の 先 端 部 ５ １ ４ に 固 定 し て 連 結 さ れ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 切 断 要 素 ５ １ ０ は 、 電 気 的 に 作 動 す る 切 断 機 器 の 電 極 で あ っ て も よ く 、 電 力 供 給 源 （ 不
図 示 ） に 電 気 的 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 可 撓 性 コ イ ル ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ の 少 な く
と も 一 方 が 、 切 断 要 素 ５ １ ０ を 電 力 供 給 源 に 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 と し て の 役 割 を 果 た
す こ と が で き る 。 あ る い は 、 切 断 要 素 ４ ０ ８ は 、 外 科 用 メ ス な ど の よ う な 機 械 的 な 切 断 機
器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 切 断 要 素 ５ １ ０ は 、 図 １ ２ Ａ に 示 さ れ て い る 第 １ の 構 成 か ら 図 １ ２ Ｂ に 示
さ れ て い る 第 ２ の 構 成 ま で 、 第 １ の コ イ ル ５ ０ ６ を 矢 印 Ｇ で 示 す 方 向 に 押 し 動 か し 、 お よ
び ／ ま た は 、 第 ２ の コ イ ル ５ ０ ８ を 矢 印 Ｈ で 示 す 方 向 に 押 し 動 か す こ と に よ り 展 開 す る こ

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-296346 A 2007.11.15



と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 組 立 体 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ お よ び ／ ま た は ５ ０ ０ は
、 本 明 細 書 に 開 示 し た Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の ア ー ム 部 （ 例 え ば 、 ア ー ム 部 １ １ ０ 、 １ １ ２ 、 ま た は
、 ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ ） と し て の 役 割 を 果 た す こ と が で き る 。 あ る い は 、 組 立 体 ３ ０
０ 、 ４ ０ ０ お よ び ／ ま た は ５ ０ ０ は 、 本 明 細 書 に 開 示 し た Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の ア ー ム 部 と は 別 個
の も の で あ っ て も よ く 、 お よ び ／ ま た は 、 ア ー ム 部 内 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ３ ～ 図 ２ １ を 参 照 す る と 、 本 明 細 書 に 記 載 の 装 置 お よ び 方 法 は 、 内 視 鏡 下 手 技 中 に
、 病 変 ６ ０ ０ 、 ま た は 他 の 疑 わ し い 組 織 す な わ ち 腫 瘍 を 患 者 の 腸 壁 ６ ０ ２ か ら 切 除 す る の
に 利 用 す る こ と が で き る 。 も っ と も 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 本 明 細 書 に 記 載 の 装
置 お よ び 方 法 は 、 疑 わ し い 組 織 を 食 道 壁 ま た は 体 の 他 の 組 織 も し く は 臓 器 か ら 除 去 す る こ
と を 含 む 、 さ ま ざ ま な 他 の 医 療 処 置 を 行 う の に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 腸 壁 ６ ０ ２ は 、 通 常 、 ４ つ の 層 、 つ ま り 、 粘 膜 ６ ０ ４ と 、 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ と 、 筋 層 ６
０ ８ と 、 漿 膜 の 薄 い 層 ６ １ ０ か ら 構 成 さ れ る 。 治 療 を 成 功 さ せ る た め に は 、 通 常 、 病 変 ６
０ ０ を 切 除 す る こ と に 加 え て 、 粘 膜 ６ ０ ４ と 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ の 隣 接 す る 部 分 を 、 筋 層 ６
０ ８ に 入 る こ と な く 除 去 す る こ と が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 に 記 載 の 装 置 お よ
び 方 法 に よ り 、 医 師 は 、 病 変 ６ ０ ０ （ つ ま り 、 対 象 組 織 ６ １ ２ ） に 隣 接 す る 粘 膜 ６ ０ ４ 、
お よ び 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ を 分 離 し 、 そ の 対 象 組 織 ６ １ ２ を 筋 層 ６ ０ ８ に 入 ら ず に 切 除 で き
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 医 師 は 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 粘 膜 ６ ０ ４ お よ び 粘 膜
下 組 織 ６ ０ ６ の 筋 層 ６ ０ ８ か ら の 分 離 を 、 注 射 針 ６ １ ６ な ど を 用 い て 流 体 ６ １ ４ を 粘 膜 下
組 織 ６ ０ ６ に 注 入 す る こ と に よ り 、 容 易 に す る か 、 ま た は 開 始 す る こ と が で き る 。 流 体 ６
１ ４ は 、 無 菌 食 塩 水 の よ う な 液 体 、 ま た は 、 炭 酸 ガ ス の よ う な 気 体 で あ っ て も よ い 。 図 １
４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 流 体 ６ １ ４ は 、 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ 内 に 緩 衝 部 ６ １ ８ を 形 成 す る
こ と が で き 、 か つ 、 対 象 組 織 ６ １ ２ を 持 ち 上 げ 、 こ れ に よ り Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 挿 入 を 容 易 に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 あ る 態 様 で は 、 注 射 針 ６ １ ６ が 、 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の ア ー ム 部 に 取 り 付 け ら れ る か 、 ま た は 、
他 の 方 法 で Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の ア ー ム 部 に 連 結 さ れ る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 注 射 針 ６ １
６ が 、 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の ア ー ム 部 内 に 格 納 可 能 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ５ お よ び 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 医 師 は 、 粘 膜 ６ ０ ４ お よ び 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ を 通 し
て 対 象 組 織 ６ １ ２ に 最 初 の 切 開 部 ６ ２ ０ を 形 成 し 、 こ れ に よ り 、 対 象 組 織 ６ １ ２ の 下 の 、
粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ と 筋 層 ６ ０ ８ と の 間 の 領 域 に ア ク セ ス で き る よ う に し て も よ い 。 あ る 態
様 で は 、 利 用 で き る あ ら ゆ る 手 術 器 具 ま た は 手 法 を 用 い て 、 ナ イ フ ま た は 外 科 用 メ ス に よ
っ て こ の 切 開 部 ６ ２ ０ を 設 け る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 本 明 細 書 に 開 示 の Ｅ Ｍ Ｒ 装
置 を 用 い て 切 開 部 ６ ２ ０ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 再 び 図 １ ５ お よ び 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 そ し て 、 装 置 ２ ０ ０ を 単 な る 例 と し て 参 照 す る
と 、 装 置 ２ ０ ０ は 、 非 展 開 位 置 に 構 成 さ れ て も よ く （ 図 ６ 参 照 ） 、 ま た 、 切 断 要 素 ２ ３ ４
は 、 例 え ば 単 極 の 電 気 エ ネ ル ギ ー で 、 作 動 さ れ て も よ い 。 切 開 部 ６ ２ ０ は 、 切 断 要 素 ２ ３
４ が 粘 膜 ６ ０ ４ と 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ に 貫 通 し 、 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ と 筋 層 ６ ０ ８ と の 間 の 領
域 に 接 近 す る よ う に 、 作 動 さ れ た 切 断 要 素 ２ ３ ４ を 組 織 に 当 て る こ と で 形 成 さ れ て も よ い
。 切 開 部 ６ ２ ０ の 大 き さ は 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ を 作 動 さ せ な が ら 、 装 置 ２ ０ ０ の ア ー ム 部 ２
０ ８ 、 ２ １ ０ を 変 位 さ せ る こ と で 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 最 初 の 切 開 部 ６ ２ ０ は 、 上 記 の 切 断 要 素 （ つ ま
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り 、 疑 わ し い 組 織 を 切 除 す る の に 用 い ら れ る 切 断 要 素 ） を 用 い て 形 成 さ れ て も よ い 。 も っ
と も 、 こ れ も 当 業 者 に は 分 か る だ ろ う が 、 本 明 細 書 に 開 示 の Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 は 、 最 初 の 切 開 部
６ ２ ０ を 形 成 す る た め に 別 個 お よ び ／ ま た は 独 立 し た 切 断 シ ス テ ム を 有 す る も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 装 置 ２ ０ ０ は 、 最 初 の 切 開 部 ６ ２ ０ を 通 し て 挿 入 さ れ 、 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ と 筋 層 ６ ０ ８
と の 間 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。 図 １ ７ お よ び 図 １ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 明 細 書
に 記 載 の ア ー ム 部 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ の 鋏 の よ う な 動 作 を 利 用 す る こ と に よ り 、 装 置 ２ ０ ０ を
対 象 組 織 ６ １ ２ の 下 で 前 進 さ せ て 、 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ を 筋 層 ６ ０ ８ か ら 引 き 離 す 、 す な わ
ち 、 鈍 的 に 剥 離 す る こ と が で き 、 そ し て 、 必 要 な 場 合 に は 、 そ の 間 で く っ つ い て い る あ ら
ゆ る 組 織 を 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 対 象 組 織 ６ １ ２ を い っ た ん 筋 層 ６ ０ ８ か ら 引 き 離 し た ら 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ を 展 開 位 置 に
構 成 し て 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ が 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 鈍 的 剥 離 面 を 少 な く と も 部
分 的 に 横 切 る よ う に す る こ と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ が 、 装 置 ２ ０ ０ の
上 に あ る 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ お よ び 粘 膜 ６ ０ ４ を 切 断 す る よ う に （ つ ま り 、 筋 層 ６ ０ ８ か ら
遠 ざ か る よ う に ） 展 開 さ れ る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ が 、 腸 壁 ６ ０
２ が 形 成 す る 内 腔 の 中 央 へ 向 け ら れ る よ う に 展 開 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ を 参 照 す る と 、 い っ た ん 切 断 要 素 ２ ３ ４ を 展 開 し て 、 （ 例 え ば 、 単
極 電 気 エ ネ ル ギ ー に よ っ て ） 作 動 さ せ る と 、 本 明 細 書 に 記 載 の 鋏 の よ う な 動 作 で ア ー ム 部
２ ０ ８ 、 ２ １ ０ を 開 閉 し な が ら 、 筋 層 ６ ０ ８ と 粘 膜 下 組 織 ６ ０ ６ の 間 の 領 域 に 通 し て 装 置
２ ０ ０ を 前 進 お よ び ／ ま た は 後 退 さ せ る こ と に よ り 、 対 象 組 織 ６ １ ２ を 切 除 す る こ と が で
き る 。 こ の 結 果 で き た 切 断 部 ６ ２ ２ は 、 対 象 組 織 ６ １ ２ を 腸 壁 ６ ０ ２ か ら 解 放 で き 、 そ の
対 象 組 織 ６ １ ２ を 胃 腸 管 か ら 、 例 え ば ス ネ ア 、 把 持 器 具 等 を 用 い て 除 去 す る こ と が で き る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 明 細 書 に 開 示 し た 装 置 お よ び 方 法 に よ り 、 医 師 は 、 対 象 組 織 ６ １ ２ に 隣
接 し て い る 筋 層 ６ ０ ８ か ら 粘 膜 下 組 織 層 ６ ０ ６ を 鈍 的 に 剥 離 し 、 筋 層 ６ ０ ８ の 面 か ら 遠 ざ
か る よ う に 向 け ら れ た 切 断 要 素 （ 例 え ば 、 切 断 要 素 ２ ３ ４ ） を 用 い て 作 業 を し て 、 対 象 組
織 ６ １ ２ の 周 り を 切 断 す る こ と に よ っ て 、 疑 わ し い 組 織 を 腸 管 ６ ０ ２ か ら 切 除 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 開 示 し た 装 置 お よ び 方 法 の さ ま ざ ま な 態 様 を 示 し 説 明 し た が 、 当 業 者 は 、 本 明 細 書 を 読
む こ と に よ っ て 変 更 例 を 思 い つ く で あ ろ う 。 本 願 は 、 そ の よ う な 変 更 例 を 含 む も の で あ り
、 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 に よ っ て の み 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 に お い て 、
　 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 シ ャ フ ト を 少 な く と も 部 分 的 に 通 っ て 延 び
る 内 部 チ ャ ネ ル を 画 定 し 、 遠 位 部 分 、 お よ び 近 位 部 分 を 含 む 、 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 内 部 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び る 近 位 部 分 、 お よ び 、 前 記 内 部 チ ャ ネ ル の 外 部 に 配 置 さ
れ た 遠 位 部 分 を 含 む 、 電 気 伝 導 性 ワ イ ヤ と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 部 分 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 部 分 に 固 定 し て 連 結 さ れ 、 前 記
ワ イ ヤ が 前 記 内 部 チ ャ ネ ル を 通 っ て 遠 位 方 向 に 前 進 し た 場 合 に 、 前 記 ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 部
分 が 切 断 先 端 部 を 形 成 す る よ う に し た 、 組 立 体 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 電 力 供 給 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 組 立 体 。
（ ３ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
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　 前 記 電 力 供 給 源 は 、 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 、 組 立 体 。
（ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 先 端 部 は 、 前 記 ワ イ ヤ が 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー で 作 動 さ れ た 場 合 、 単 極 ナ イ フ で
あ る 、 組 立 体 。
（ ５ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 遠 位 先 端 部 を 含 み 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 部 分 に 固 定 し て 連 結 さ れ て い る 、 組 立 体 。
（ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の 細 長 い シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 剥 離 面 の 中
を 動 く よ う に 構 成 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ７ ） 展 開 可 能 な 切 断 要 素 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 む 、 遠 位 リ ン ク 部 と 、
　 前 記 遠 位 リ ン ク 部 に 連 結 さ れ た 、 切 断 要 素 と 、
　 前 記 遠 位 リ ン ク 部 の 前 記 第 １ 端 部 に 蝶 番 で 動 く よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ の 細 長 い リ ン ク
部 と 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 整 列 し 、 前 記 遠 位 リ ン ク 部 の 前 記 第 ２ 端
部 に 蝶 番 で 動 く よ う に 連 結 さ れ て い る 、 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 を 前 記 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 に 対 し て 軸 方
向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の 構 成 へ 動 く こ と が で き る 、 組 立 体 。
（ ８ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 電 力 供 給 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ９ ） 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 電 力 供 給 源 は 、 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 、 組 立 体 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 単 極 ナ イ フ で あ る 、 組 立 体 。
（ １ １ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 遠 位 リ ン ク 部 、 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 、 お よ び 、 前 記 第 ２ の 細 長 い リ ン ク 部 の
う ち の 少 な く と も １ つ は 、 電 気 絶 縁 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 、 組 立 体 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 機 械 的 な 切 断 機 器 で あ る 、 組 立 体 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い リ ン ク 部 は 、 リ ビ ン グ ヒ ン ジ 、 お よ び 回 転 軸 の う ち 少 な く と も 一 方 に
よ っ て 前 記 遠 位 リ ン ク 部 の 前 記 第 １ の 端 部 に 連 結 さ れ て い る 、 組 立 体 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ １ ４ ） 展 開 可 能 な 切 断 用 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ シ ー ス で あ っ て 、 前 記 第 １ シ ー ス を 通 っ て 延 び る 第 １ 可 撓 性 コ イ ル を 含 む 、 第 １ シ
ー ス と 、
　 前 記 第 １ シ ー ス に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 整 列 す る 第 ２ シ ー ス で あ っ て 、 前 記 第 ２ シ ー ス を 通
っ て 延 び る 第 ２ 可 撓 性 コ イ ル を 含 み 、 前 記 第 １ 可 撓 性 コ イ ル の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 ２ 可 撓
性 コ イ ル の 遠 位 部 分 に 連 結 さ れ て 先 端 部 を 形 成 し て い る 、 第 ２ シ ー ス と 、
　 前 記 先 端 部 に 配 置 さ れ た 、 切 断 要 素 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 前 記 第 １ の シ ー ス を 前 記 第 ２ の シ ー ス に 対 し て 軸 方 向 に 変 位 さ せ る こ
と に よ り 第 １ の 構 成 か ら 第 ２ の 構 成 へ 動 く こ と が で き る 、 組 立 体 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ シ ー ス 、 お よ び 前 記 第 ２ シ ー ス の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 電 気 絶 縁 性 材 料 か ら
形 成 さ れ て い る 、 組 立 体 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ コ イ ル 、 お よ び 前 記 第 ２ コ イ ル の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 電 気 伝 導 性 で あ る 、
組 立 体 。
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 電 気 伝 導 性 コ イ ル は 、 前 記 切 断 要 素 を 電 力 供 給 源 に 電 気 的 に 接 続 す る 、 組 立 体 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 電 力 供 給 源 は 、 単 極 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 、 組 立 体 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 単 極 ナ イ フ で あ る 、 組 立 体 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 切 断 要 素 は 、 機 械 的 な 切 断 機 器 で あ る 、 組 立 体 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 、 開 示 さ れ た 装 置 の 一 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 構 成 に あ る 、 図 １ の 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 切 断 要 素 が 展 開 位 置 に あ る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 構 成 に あ る 、 図 ３ の 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 、 開 示 さ れ た 装 置 の 別 の 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 構 成 に あ る 、 図 ５ の 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 切 断 要 素 が 部 分 的 に 展 開 さ れ た 位 置 に あ る 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 ６ の 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 切 断 要 素 が 完 全 に 展 開 さ れ た 位 置 に あ る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 構 成 に あ る 、 図 ８ の 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 切 断 要 素 の 第 １ 代 替 態 様 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ ０ Ａ の 切 断 要 素 の 第 １ 代 替 態 様 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 立 面 図 で あ っ
て 、 展 開 位 置 に あ る 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 切 断 要 素 の 第 ２ 代 替 態 様 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 図 １ １ Ａ の 切 断 要 素 の 立 面 図 で あ っ て 、 展 開 位 置 に あ る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ａ 】 切 断 要 素 の 第 ３ 代 替 態 様 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 図 １ ２ Ａ の 切 断 要 素 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 立 面 図 で あ っ て 、 展 開 位 置 に
あ る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 患 者 の 胃 腸 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 、 開 示 さ れ た 方 法 の 一 態 様 に し た が っ た 、 図 １ ３ の 胃
腸 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 、 開 示 さ れ た 方 法 の 一 態 様 に し た が っ た 、 図 １ ４ の 胃
腸 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の 胃 腸 壁 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 平 面 図 で あ り 、 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た
め の 、 開 示 さ れ た 方 法 の 一 態 様 に し た が っ て 、 図 ６ の 装 置 が 図 １ ５ に 示 し た 切 開 部 に 挿 入
さ れ て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ５ の 胃 腸 壁 の 断 面 図 で あ り 、 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 開 示 し た 方 法 の 一 態
様 に し た が い 、 図 ５ の 装 置 が 鈍 的 剥 離 手 技 を 行 っ て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ５ の 胃 腸 壁 の 断 面 図 で あ り 、 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 開 示 し た 方 法 の 一 態
様 に し た が い 、 図 ５ の 装 置 が 鈍 的 剥 離 手 技 を 行 っ て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 胃 腸 壁 の 断 面 図 で あ っ て 、 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 開 示 し た 方 法 の 一
態 様 に し た が っ て 切 断 要 素 を 展 開 し た 後 の 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の 胃 腸 壁 の 断 面 図 で あ っ て 、 Ｅ Ｍ Ｒ 手 技 を 行 う た め の 開 示 し た 方 法 の 一
態 様 に し た が っ て 疑 わ し い 組 織 を 切 除 し て い る と こ ろ を 描 い た 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の 胃 腸 壁 の 、 一 部 を 断 面 と し た 、 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

(16) JP 2007-296346 A 2007.11.15



フロントページの続き

(74)代理人  100101133
            弁理士　濱田　初音
(72)発明者  ルドルフ・エイチ・ノビス
            アメリカ合衆国、４５０４０　オハイオ州、メイソン、アトリウム・コート　４５９４
(72)発明者  イファン・ルー
            アメリカ合衆国、４５２２７　オハイオ州、シンシナティ、エリー・ステーション・レーン・ナン
            バー　４９　５４７０
Ｆターム(参考) 4C060 FF04  FF06  FF12  KK18  MM26 
　　　　 　　  4C061 GG15  HH57  JJ06 

(17) JP 2007-296346 A 2007.11.15



【 外 国 語 明 細 書 】

(18) JP 2007-296346 A 2007.11.15

2007296346000001.pdf



专利名称(译) 用于在内窥镜粘膜切除期间展开切割元件的装置和方法

公开(公告)号 JP2007296346A 公开(公告)日 2007-11-15

申请号 JP2007119072 申请日 2007-04-27

[标]申请(专利权)人(译) 伊西康内外科公司

申请(专利权)人(译) 爱惜康完 - Sajeryi公司

[标]发明人 ルドルフエイチノビス
イファンルー

发明人 ルドルフ·エイチ·ノビス
イファン·ルー

IPC分类号 A61B18/04 A61B17/00 A61B1/00

CPC分类号 A61B17/320016 A61B17/1604 A61B17/1608 A61B18/1445 A61B2017/00269 A61B2017/2945 
A61B2018/00482 A61B2018/00642 A61B2018/1253 A61B2018/1432 A61B2018/144 A61B2018/1475

FI分类号 A61B17/38.310 A61B17/00.320 A61B1/00.334.D A61B1/00.622 A61B1/018.515 A61B17/3201 A61B18
/12 A61B18/14

F-TERM分类号 4C060/FF04 4C060/FF06 4C060/FF12 4C060/KK18 4C060/MM26 4C061/GG15 4C061/HH57 4C061
/JJ06 4C160/FF04 4C160/FF12 4C160/FF19 4C160/GG24 4C160/KK03 4C160/KK06 4C160/KK14 
4C160/KK18 4C160/KK36 4C160/KK37 4C160/KK47 4C160/MM43 4C160/NN02 4C160/NN08 4C161
/GG15 4C161/HH57 4C161/JJ06

优先权 11/414620 2006-04-28 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种改进的装置和方法，用于在人体的胃肠道和食
道通道内进行切除手术。 ŽSOLUTION：可展开的切割元件组件包括：
电绝缘的轴，其限定至少部分地穿过其延伸的内部通道，该轴包括远端
部分和近端部分;导电线包括延伸穿过内部通道的近端部分和设置在内部
通道外部的远端部分，其中导线的远端部分固定地连接到轴的远端部
分，使得导线的远端部分当导线沿远端方向前进通过内部通道时形成切
割尖端。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7530ba88-faa7-4c38-be25-f9f8656af488
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038371398/publication/JP2007296346A?q=JP2007296346A

